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社会科学研究所 定例研究会 報告要旨 
 
 2008 年 9 月 6 日（土） 定例研究会報告 
テーマ： 日韓比較民俗学の試み―清明と寒食をめぐって― 
講 師： 竹 田  旦（茨城大学名誉教授） 
時 間： 15 時 30 分～18 時 
場 所： 神田校舎 784 教室 





























今回取り上げた、陰暦 4 月 4 日の「清明節」は、中国の漢族、朝鮮族と日本の沖縄で祝






これに対して陰暦 7 月 15 日に祝われる日本本土と沖縄の「盆」は、韓国では「百中」
として僅かに残されているが、中国では漢族にも朝鮮族にもない。 
































共通要素が見られるが、日本と比べて寒冷な韓国では、陽暦 4 月 4 日あたりが農耕初めの
祭りに相応しく、陰暦 8 月 15 日あたりに収穫を祝う祭りが来ても不思議ではない。これ
に対して、やや南に位置する日本では、農耕初めも、収穫も韓国より１ヵ月ほど早く、陰
















2008 年 9 月 27 日（土） 定例研究会報告 
テーマ： 沖縄自立論 
報告者： 松島泰勝（龍谷大学経済学部准教授） 
時 間： 15 時から 17 時 30 分 
場 所： 専修大学神田校舎社会科学研究所分室 
出席者： 30 名 
共 催： 専修大学社会科学研究所特別研究助成 
「東アジアの市民社会形成と人権・平和・共生」研究グループ 
     専修大学現代文化研究会 























2008 年 10 月 18 日（土） 定例研究会報告 
テーマ： 裁判員制度の批判的検討 
報告者： 庭山英雄（専修大学元教授･弁護士） 
     中村順英（弁護士） 
コメンテータ：木幡文徳（所員、専修大学教授） 
       内田雅敏（弁護士） 
時 間： 13 時 30 分から 17 時 
場 所： 専修大学神田校舎１号館 14 号教室 
参加者： 30 名 
共 催： NPO 現代の理論・社会フォーラム 
報告内容概略： 
基調報告者である中村順英弁護士は、まず、裁判員制度全般について説明した後、裁判
員制度には、世論では消極的な意見も多く、弁護会でも意見が分かれており、一部の政党
から延期論も出されている現状を説明した。これについて、中村弁護士は、自らの刑事弁
護士としての経験から、現状の刑事裁判においては、職業裁判官の訴訟指揮のもとで、自
白偏重主義が横行し、捜査を追認するだけの裁判が行われ傾向が強いことを指摘した。そ
れを変えるためには、様々な経験を有する一般市民が、職業裁判官とは異なる視点で法廷
にのぞみ、直接被告人の証言や証拠に触れて、自らの知識と経験に基づいて考え、評決に
加わることが重要であるとした。裁判員制度は、様々な欠点はあるものの、まずは施行し
て、その中で問題点を解決すべきであると結んだ。 
庭山英雄元教授は、第一に、裁判員制度については、弁護士会の中でも厳しい批判が寄
せられていることを紹介した。しかし、批判する側からは、それに代わる具体的提案がな
されていないことを指摘し、裁判員制度の実際の運用の中で、冤罪発生を防止する方向に
もっていくべきであることを強調した。第二に、庭山元教授は、裁判員に選任された場合、
裁判員制度は国民主権の実現の第一歩であるので積極的に参加すべきこと、良識を働かせ
て判断し、わからない場合は臆することなく明確に疑問を呈し、意見を述べるべきことを
主張した。 
記：専修大学法学部・内藤光博 
